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謝
さ
れ
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「
奥
義

の
小
繍
」
の
‘
"
さ
ん
の
わ
心
も
か

げ
が

t
4
3
t
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「
奈
良
霊
大
崎
町
」
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住
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主
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の
シ
ン
フ
タ
ン
?
を

め
古
し
て

t

i

l
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-
-

の

た

め

で

z

i

?

代
々
遺
骨
渦
置
を
曾
ん
で
い
ま
す

日
み
と
少
し
は
池
緩
の
役
{
立
て
ば
と

そ
の
か
ヌ
わ
ら
こ
れ
か
ら
の
図
画
廊

日
の
患
い
か
ら
い
ろ
、
ろ
な
予
1
マ

z

i

z

t

t

ん

な

2

・
に
取
旬
姐
ん
で

3
した・

え
よ
う
と
亀
足
の
仲
間
と
開
眼
総
合

日

こ
れ
ま
で
笑

l-の
会
か
か
ら
ふ

研
究
所
一
安
除
タ
ス
ク
引
}
を
納
成

日
れ
am
i
e
を
様
め
よ
う
と
「
痢
歳
嘗
術
』

L
詰
し
I
t
-

-
i
開
値
し
た
り
「
い
i

日】ろAnphη現
代
人
ほ
や
や

日
バ
え
え
E
こ
図
面
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L
ζ
名
づ
け
た
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寸
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目
先
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ニ
だ
わ
ち

・
ラ
ス
ト
マ
J
プ
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作
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た
り
「
自

-

す
ぎ
て
い
る
の
で
は
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い
か
五
十

・
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約
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大
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じ
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す
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年
先
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年
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見
憎
え
た
旭
滅
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H
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な
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ベ
ン
ト
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し
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2

2

T

E

L
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・
詳
し
で
き
ま
し
え

「
宇
宙
人
が
飛
来
L
た
ら
績
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週

日

地
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の
未
曲
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は
行
政
ぺ
第
二
脅

え
い
か
に
汁
応
す
る
の
か
そ
ん

H
I
創
っ
て
も
ら
ろ
も
の
で
は
な
〈

な
マ
一
一
z
I
E
い
よ
う
で
は
だ

・
住
民
が
み
ん
な
で
?
"
っ
て
い

必
だ
』
公
ど
と
喫
録
公
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日
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2
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-
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句
と
口
傾
入

る
こ
;
;
し
た

d
F
:し
で
の
z
i
i
し
な

• 

1

1

2

f

i

-
-

i

ん

で

い

く

i
ね

い
小
さ
な
集
団
で
す
が
所
同
人

口
の
延
長
上
i
「
本来
の
悶
M
E
は

2
2
自
の
人
聞
と
し
て
跨

・
2

1

2

伺

u

t

i
-

町
を
仰
っ
て
生
き
て
L
〈
こ
と
を
そ

日

「
葱
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奈
良
市
健
康
フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ
ル
に
嘗
加
し
て

身
体
と
心
と
食
由
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

R
頃

か

ら

喜

の

Eに
誌

を
使
っ
て
い
る
つ
も
"
の

E
五
十

一a
・e近
遷

mgq足
で
す
L

E
E
t
z
Zで
し
た

そ
』
で
六
月
十
三
日
な
ら
一

。
。
年
会
館
で
行
わ
れ
た
「
議
a
J
m

E
:ス
テ
イ
パ
ル
」
に
き
て

み
る
』
と
に
し
ま
し
ヌ
・

額
九
時
効
ら
家
終
逢
れ
や
大
勢

t
i
s
i
t
 

-

Zに
E
h閣
じ
が
あ
る

ん
だ

2』い
ま
し
た

配
削
刺
劃
酢

-
同
国

z
11MM1J
 

野

7
7
L一
つ
に

E

E
E昔
の
み
な

i
hよ
る

『&
賓
と
然
益
凪
互
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り

方

t
w
y
Aワム
M
V
L
とて
も
大
切
な

E
7
2
4
2員不し

て
あ
り
ま
し
セ
手
作

1
2
l

i
r
-
-
?
 

"
れ
た
み
な
さ
ん
l

l

陪
ら
れ
て
iu

て
訟
も
早
連
総
貧
き

eて
」
た

だ
き
ま
し
た
・
き
な
こ
ク
ァ
キ
l
、

ご
ま
ク
ッ
キ
ー
エ
ピ
伶
プ
lv

』

の
三
穐
額
で

AZシ
ウ
4

い
2
ぽ
L

の
「
タ
フ
a
f

三口元梯」
・

カ
ル
ン
ウ
ム
金
お
集
子
に
し
て
食

ぺ
て
し
ま
う

こ
れ

2
1
5

z
i
f
Eの
E
a

で
も
気
温
に
カ
ル
シ
ウ
f

針
金
抱
ら

Eら
ず
の
う

E
t
l
q

ι'bu平
進
家

t
a
'
ヲ
て
か
ら

レ
ン
ピ
き
多
色
句
に
作
つ
で
み
ま
し

's・
し
と
】
と
で
は
令
く
こ
う

し
て

E』
Z
に
よ
い
食
べ
衡
を

毎
臼
の
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
ー
、

ー
と
っ
て
大
切
な
ん
で
す
む
・

大
ホ
l
t
w
の
ス
テ
l
y
コ
ー
ナ
ー

?
は
「
最
う
衡
に
は
備
会
た
る
jil

わ
ら
べ
う
た
L
C
音
楽
療
訟
も
」
が
あ

り

et--ぼ勺
〈
句
念
ら
ま

色
少
盆
年
平
少
女
合
..
 
唖

回
保
.
曹
"
剛
煙
-

JかJ
1ルw
パ

l

コ.

l
ラ
ス
の
み

.

&3きi，{t:よ.

i
2
わ.

ら
ぺ
う
と

2と
.

お
乎
豆
の
鍍

.

窟
の
ほ
か

a

リ

i妙
?イJク;ル

.
実
鍵
所
の
み
仇
令
伍
さ
ん

に
よ
る
打
盛
期
E
E

マ
ラ

カ

ス

リ
ー
ド
ポ
l
シ
に
よ
る
演
奏

1
2
2
3
:
 

守

豊

臣

介

き

れ
ま
し
FZ

膏

E奪嫌
2法TkEほ詰脅
?
過
守
し
で

E白

己

i茨z現::』
か

Eにな
f旬
n品留
Eを喜符空つ
Jて
昔

の
喜
が

g退告れ
2るfよう
Aに
1
t

i
の
号
で
一
匝
防
岡
哩
二
一
干
+
分
古uど

zの

ス
2テ?Iジ
zに
zL主て
LkまtいE霊tL 

F号る

J音
z*雪qzて五棄喜.雪ら
tしhい
心
主
め
量健

厳
書
の
嵐
型
に

2ん主で
E
.

ヲ
ロ
ア
イ
ベ
ン
ト
で
は
コ
ン
ピ

?

タ

16
1
5
Eや
い
ろ

i

i
コ
ー
ナ
ー

I

s--Lた
四
十
代
後

Z女

性
の
tn
今
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
審
加

各
れ
た
目
的
を
お
閉
会
し

た
と
ヱ
ろ

「
般
近
健
康

首

長

で

て

i
t

自
分
の
実
際
の
年
働
困
層
傘

"
と
修
カ
年
前
靖
カ
年
"

に
ど
れ
〈
ら
い
の
鋒
が
あ
る
の

か
知

1
4
Eし
ま
し
令
こ

ん
令
憧
し
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
き
し
争
っ
て
L
ま
し
た
・

『
釘
も
し
ろ
か
ら
だ
の
tT

Z

ヲ
タ

i
l
l
-て

d
b
'勺

A
7
~』
c
i
e
lし
e
a
!し
A
-e

「
ボ
イ
ス
タ
リ
ヱ
7

ク
」
で
は

戸

;
l絡が
わ
か
る
ん
で

す
・
マ
イ
ク
6
由
時
効
っ
て
「

γ
イ

ラ
プ

ユ

l
」
勺
て
い
う
ん
で
す
け

ど
五
十
一
歳
の
伝
に
は
ち
ょ
っ
と

手

t
t
s
t
z
z

品

の

型

に

を

;
E包

路市
低
当
た
句
す
ぎ
て
L
V

ま
す
の
で

内
舗
で
す
・

「
?
と
れ
す
と
れ
i
る
惨
断
」
で

ほ

二
十
あ
る
賞
則
に
「
は
い
』

「
い
い
え
』
で

里

し

コ

ン

E
S

;
ー
に
入
力
し
て
ス
ト
レ
ス
度
刊

を
計
る
の
で
す
が
、
鮪
果
俗
健
康
型
.
泊

ス
ト
レ
ス
は
ほ
E
ん
ど
あ
句
重
せ
ん
山
山

で
し
f
E
ノ

Z

文
集
嘗
必
釘
京
都
智
"

を

E
Lて
し
ま

V
Lた
・

Z
R
E
t
-
aの
コ
ン
ピ

7
タ
診
断
」
で
す
・

2

2

一
日
の
模
取
カ
ロ
リ
ー
を
入
力
し

て
体
脂
肪
を
齢
り
ま
す
・
鉱
の
一

日
の
領
取
カ
ロ
リ
ー
は
二
千
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー

am実
カ
ロ
J
l
u
一
↓7
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
で

L
セ
こ
れ
じ
ゃ
あ

や
せ
な
い
わ
け
で
す
・

一一
言
よ
一
百
キ
ロ

E
リ
l
tz潮

干

z
i
!
?

グ
な
ら
一
干
五
千
三
十
五
分

J

J

エ
ン
グ
れ
切
ら
約
三
十
分
〈
ら
い
切

食
ぺ
衝
で
カ
ロ
リ
ー
を
波
ら
す
な

ら
ポ
テ
ト
ヂ
ヌ
ヅ
ス
二
分
の

一
袋

E一
百
丘
よ
ロ
カ
ロ
リ
ー
コ

l
ピ
l
め
一ミ
ル
ク
伶
智
会
し
で
約

千

2
3
1で
す
・

;
r
Eとこ
ろ
健
康

で
す
が
こ
の
ま
ま
の
空

t続

げ
て
い
る
色
高
血
圧

E痢
に

な
旬
や
す
も
傾
向
@
食
辱
で
『
生
活

Z
Eを
予
防
し
ま
し

5
』
で

た

F
tて
奥

富

匝

聖
3
ク
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
・

カ
ル
ン
今
ム

W
4の
食
生
活
と
選

動

そ

し

て

怒

日

朝

ze
〈

ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
生
滑
を
七
が
け

る
砿
の
「
・
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

は

ニ

う
L
て
終
わ
h
i
L
F
E

E
J
Zの
健
康
は

E

ろ
ん
で
す
が

t
の
健
取
食
の
健

康

F

}

の
ヨ
一
つ
の
パ
ラ
シ
ス
が
奇

含
ん
で
す
ね
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心を・b'に，るために
一
岨
鹿
児
は

自
芭
主
彊
申
除
じ
ま
り

7
t
u
f
t
i
fい

ろ
い
ろ

t
t
E
2
1令

に

t
t

自
分
の
日
守

町
見
て
守
ろ
う』

『hv
'
で
み
よ
今
』
と

少

L
a
b
巳

。
と
L
て

ιh
g
ぜ
ん
・

n'e『
O

O
S勺
@
ん
」
と
a
wぴ

a
a万
a
v
・
で

t
t
v
n
z
t
E
 

s
-
-
z
i・

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

子
育
て
っ
て
楽
し
い
芯
あ

「
マ
マ
』
と
鑑
し
伽
H
V
b
れ
た
民
間

t
「
忽
あ
に
?
」
と
聞
い
て
@
げ
て
く
尽
さ
い
聞
い
て
も

6
2て
い
る
こ

と
自
分
差
受
"
と
め
て
b
r
2
Aて
る
と
い
弓
こ
と
で
閏
蝿
鎗
慣
が
宵
ち
績
に
対
し
て
の
伺
舗
関
係
も
強
く
鉱

D
京
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-アイドリングストップ

fアイドリニノグ・ヌトップ20方λ宣言//，ご

この?を冒に多加するには 市役
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所公民館など1:.えHけ<'>Jfli!.
.に 聞 !f;t，."，なたの附

するスト2プ刊を郎、て同

.. ヘ還付してくどきい。
な必 剛し込み S州穣所連総
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重胃. (例}

1アイドリンクスト"
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平. .内因

園開問'"

日開掴

'"方入賞.q，~.
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してもらおうと fアイドリン

グストップ20万人宣曾」運動
を行っていま雪。
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を子寄ってし渇約2C万人すべての

みなさんの鯵加をめざじていま... 
奨しい地球環境を守るため

人ひとりができるととから絡

めましょう，

，.ル噌btt'
市嗣醐泊諌 '"'・-I j 1 1剛~

-・・...........................................................
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身近なよ，から環境学習付すめ l前Eそのみ会

さん1:1'11:釣彼極的i破境保全治a・，寸すめて
もらおう'"きます.

'0ーディ本ーター14'i良j(Tk7教侵の本村慢さん，. 貝'"治人
，.・ 桐】讐事事

，.し込みl往復はが会に健所"名 守前‘.
4・培地で刊羽目.でに市酬
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醐酎恥で附録、''''.1胴 j:!t~ 
待相U金子的L予.思，ιら勺て〈ど色
、-，日. 健固と各自R・R縄開的体.，‘
n上旬，除"予豹日1:11_ lIiiJ・企予.
"-.子."1'・e待。て子ども...
t蜘川村人附して〈問、1
ー・鏑・が@いと4をけられませんmマ . 
."年1111.1I11J4時入肘酔酬
で通知"'掛かな、人u 市役員防衛生課へ
進・ーして〈ださい

・各予防署安・，受ける繍1:r予防繕慣とす
!:'~~"J t- l(臨時E代〈印。
『問酬と子ども噌創刊。でい

い1人"各予防被種U~ !!'慌.健闘重た

凶市役所‘金震でそ受"取っで<t! ~， 
住田.に乱、。

i'. 5与 1!!5日"・h停まれ花子で.
橿が完了してし傘、人11..銅寄金鍾行し

ますので e子健康.・，.。て岡寓べ棄
で <t，-~， 

祖鍍防予

肺
.，-んの町制料相しれ ます

将来・がんががんlよる.cの1位を凸
める‘め左予想されま寸，" 一度は騎が
ん傾訟を雪量け .岡鎗提1.....仁努のま

しょう

"噌a剛一‘，.臥上の人(妊婦U除〈】 ， ...輔..圃 ・胴盆 一様彫の."

'"明、 1Il.~I.l"".Itf'~・司令"
Jきら'".嗣(うち曹.代113101'11. 'c'~ 
し 河鹿以上と金活保.佳民IItkl準拠.
."審巴代の"I'PL込"*tl:'l'L酬"
叫帥闘で8!12011刊川

健康補温恩ヘ。

，費

「
晴
れ
晴
れ
と
生
き
て
み
ゼ
る
ぞ
言
ま
で
協
」

"..""刷"町~ttl、で
脚月繍川

.・M
今月師砕F忌u語
司~Ll ll t:ω
生まれのF

押柑

一僧梶合
川市幽

原
菌
栄
太
郎
さ
ん からだの悩みよろ守相談

{・巨人間に・づく日同

.. 僚につ、て悩みの，るλU拘剛Lて

〈引い酬は咽蜘jU'~けられ

tTo fr:'llltl帥碑老衰'"
・とI!'"8月1111.，'陶守績を1嶋，.・‘ ・

とこる '"4>:..11，野 ~n.. '"・""'ユ上の
人 同 し帥 臨時役所健闘岨

へ。

胃がん後
愉.阜の孟園側..です

岬....)，副土の人 t酬は除" 惨

...鳳…与 1闘 ...剰抱一ωaは
柵内肉眼以上と叫帽住民砲事援

酬蜘人"剛{噂し品船'"LIl'.tl 
岬 し帥 岨で刊訓打日酬

健・m過阪へ.

'参可'11:10等7川
生霊れのf

河川酬刷目

崎"H~で
7働砂川柳

崎.，~，開ー
刊醐胸囲
..れのg 

.車L刈札か

<c. 

自の健康網続

..特色ヨ貨が修"で岡"寸

~ l: e -- ' S!I 'O fl岬後川一3鴫 H
Eろ一 県!K・-会バデイカルセ"ー，.摩
市， .闘い曾ね曾 ..・舎内鵬眼鴨魁

盆仰向血聞きん 曾01.‘-72-8SG!1
へ

."ぴと訂正

しみんだよ句?Jl I IH~ 1Iペー ジ「炎

師献血醐IH1J~四円復

岬'酬の副知つ.'，III~~'~~
玄 し点。下記~.') ぉ."しで釘亙

し書す(

奈良保健所

信-f.;~土冒T200- 46 

ft23-6171 

こどもの繍を守ろう
「筒コぴい毅室 J

との鋼って".ーとはあ町ま@んれ S今

とために，-，，.rち， .， ~ ，内'Ujです関

心のある人'~.NLてくどき、 a子で.
m まT，11制御句}
・とe--8月"什"午前9陶，.豆午 ・

ととろ 保健セμ ，- ・内脅 街"医師
の.儲禽の.. ・f九ょっと、、、 MLI身
みがS絢遁 a子，そぴ歯将・・. ・電
側一 2剛日時..岨 同し帥

{奈
良
市
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
健
康
川
柳
の
・
慢
秀
作
品
)

乳がん争集団診量録医復縄問団追加
子富山 I¥..'A附 tついてU ずで
".，，;&砲して， "寸'"乳がん験訟のを

酷醐園I:I'J!出旬£したのでJ;J司令
せしま令。>u，..・嶋崎努I~. j[鍾..

嗣まで問い合わぜてuきが
暗闘関名 "'".胴 晴醐 ‘

O¥'t!l町5‘ ・綱・目時一月.国守備..
~軒 ・睡・Jt...ft26 8021 

'胞.危な

-その他
人"すみれ刺受..、ます

191"凶M!H



奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
は
再
生
絃
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

f<fe'OHll."alJ・L室主主i
ごみの分別収集

「子の荷台プヲスチックl

8月23Bか5変わります

関
り
あ
る
貨
車
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

ごみ減量 リ今イクルをより一層すすめる

ため 3月22日から分別収集の方j去を変更し

ました.またより多くのみ与さんに ごみ

と世嗣附別に慣れていただくとともに

収集団敏や符ち幽し方滋忽どを検射するため

12月轄で田明司としています

来年からの本格実施に向才 み怒さんb'S
の愚見や要温も取り入れ より阿滑に分別問

問すすめていくため g月四国防次のよ

うに忽ります

ごみ

「手町柚プ弓叉乎 ν勺 1(1)四.1'1..1厄1(荒田R) 1;-館内定す‘

4週間に2固 1m定の水嘱目)収集の「その飽プラスチァクJt 毎週水橿自に~. c ます.

袋はこれまで通り 透明または半透明の中身の分かる袋を使用してくださ、、

「刊号ヌr'fJ..，I江戸)- 揖!;-1;[hます"
4週間に 1困(僧定の水曜eJ収集の「釜'''Jを 『ガラスぴんHベットポトルH飲耐用紙パッ
クJと絹に月 1固思舗します.空き俸は 0/テ十と 緒。市から配付する網袋に入れてください.

'I!!や世.いごみ』の眼鏡自健次の週りです.

「織やtき芯:~¥L'みjの.鎖国

第 3盆種目に収銀します

躯30<曙臼に眼鏡します

[~e創J!2且豊丘

「忽や包るごみjの恨集団

火盆曙Bの場合

月木曜日o場合

「柿市廿鉱いEみ l白血・目が奪bηますn

4週間に l園(街定¢ホ咽伺)収集の「終や

せないごみJを 月1園{篇'*盆層自のい
，れか)収繍 します.ごみ袋はこれまで遍句

透明または半透明の中身の分カる袋を使期して

〈だきも、

なお 収集Bは 区波によって興なりますの

で注窓してくどさu、

LAEi-24
2
2
2
i
i
!開

殺a月"日ごろ同カレンダーを酎しまれ
・・・・・・・・・・・・・・.... .. . .. . . .. . .. . . .. . . .. . .. . ... . .. 

リサイフル施 額 見学 ツア
Iと を181J27日.，午簡8時半市役所集合，後5時半ごろ解散予定，
Iところ1大惚躯紙徐式会社(慮賀県大"市)
I内 密】 古紙再生によるダJ ポ-'" >>: t民'院選ヱ筏の見?
限劃 小学， -，軸けの保制加入

I・担制" れ
l司闘し込み1待機はがき1:，e加省令債の氏名 住所電蹟.号学校私学年，.'て
8月w日日明金剛健梅原 (日岨l左京町112 117ト 30 0 1 ) 
~ .'肘抽選〈わしくほ削船連絡しH .

編集 後 Io
.，廃炉唱え 令，で鳥今て、た"医eの車で"ヌ航便t会均 衡 L''.駆金・λ寸るニt1: Lました "ログか白環塊に..，た低公
...週ぴました刊日明ため叫突い制制時るた刷叫る"噌らして"!-f吋叫制.の r7if-'J
~ゲストヲプ""人1配置n 岬IlIl U~かな川和t.: íf-州事や何二ν ト崎刊叫叶刊~""日にか"て'".t:t"，醐」が聞きれ付三条酔叫Jl.0.園周辺時色"膨られるニ時1).，I睡し4 咽剛U て拙h仙人訪
れる人老事Lまぜて〈れます 私も，途，"，て・1記念風情..しゐながら九よヲ色.んでみょうか令 と思って""t-t.(。

.級銀色3・，"信郎

間JlilintJ!oc，j川崎削除きます

;
l
i
l
i
-
-
:
Z
1
2
 


	「アイドリング・ストップ20万人宣言」に参加しましょう ！
	風水害対策　台風シーズンに備えて
	防災講演会
	「人権を確かめあう市民集会」を開催
	「青少年を非行から守る市民の集い」に七百人が参加
	子どもの詩
	夏の夜を彩る祭典に参加しよう！　なら音と光の回路
	奈良文学散歩　『奈良登大路町』島村利正
	まちのホープ　富雄中学ホッケー部
	市民の声　私の生きがい　住民主導のシンクタンクをめざして
	女性特派員　いきいきレポート　奈良市健康フェスティバルに参加して
	保育園だより　わくわくドキドキ子育てって楽しいな
	行政
	平和の折り鶴を募集
	なら100年会館自主事業
	NHK「BS日本のうた」公開録画
	世界遺産『古都奈良の文化財』現地体験学習講座
	生涯楽習大学
	スポーツ
	公民館
	「アイドリング・ストップ20万人宣言」に参加しましょう」！
	市民環境講座　受講者募集
	健康のコーナー
	「その他のプラスチック」「空き缶 」などの出し方が8月23日から変わります
	リサイクル施設見学ツアー

